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P − 167　　 卵巣癌 に お ける nm23
−H1 発現の 意義

　に 関する検討

P − 168　　末梢血幹細胞移植の 婦人科癌化学療法

へ の 応用
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［目的］n 皿 23 −Hlは nucleoside 　dipho　sphatc 　ki　nase −

A （NDPK ．A）を コ
ー

ドす る遺伝子で あ り，そ の発現

の 増減が癌 の 発育 ・進展 に及 1…け 影響 は癌の 種別

に よ り
一
定 して い ない ，今 回は 卵巣癌 にお け る

nm23
．H1 の 発現 を免疫組織化学的に検索 し，臨床

病理学的事項 との 関連か らそ の意義を検討した

［方法］卵巣漿液閨擦癌 16 例粘 液性腺癌 8例．類

内膜腺癌 10例朋細胞腺癌 6例 お よび漿液性 ・粘液

性境界悪性腫瘍10例の合計 50例 の ホ ル マ リ ン 固

定パ ラ フ ィ ン 包埋 切片 に つ い て 抗皿 i23111 ／ND

PK −A マ ウス モ ノ ク ロ ーナル 抗体（Novo　castra 社）を

用 い た LSAB 法 に よ り，免疫組織化学的に nm23 　H ユ

の 発現 を検索 した ，「成績1   23−H1 の 悪i生群 40

例 にお ける発現率は全体で 62，5％（1 ・H 期57．1％，

皿
・W 期 68．4％）で あり粘液性腺癌の 発現 率

（37．5％）は漿液性腺 癌（81，3％）や 明細胞腺癌（66．7％）

な どに比 べ て低 い 傾向 を認め た組 織学的分化度

別の発現率 は高分化型腺癌（471 ％），中分化型

（70，6％）お よび低分化型（83．3％）と分化の 低下 に伴

い 高まる傾向が認め られた，また リ ン パ 節転移陽

性群（71．4 ％）は 陰性群（57．7％）に 比 べ ，nm23111 の 発

現率が 高か っ た．一方，nm23 ・H1 陽性群お よび 陰性

群 の 3年生存率は そ れぞれ 56．0％お よび 53，3％であ

り両 群間に差は 認め られ なかっ た．なお境界悪性

群 10例 で の   23．Hl 発現率は 60，0％で あり悪性

腫瘍群 との 間に差はみ られなか っ た ．［結論］卵

巣癌に お ける  23−H1 の 発現率は 62 ％と比較的高

い ．そ して ，nm 　23　H　1そ れ 自身が患者の 予後 に及ぼ

す直接的 因子であ る可能性は 低い が他 の 主要な

臨床病理学的予後因子の 発現 と関連する点

に，nm23
．H1 の 発現 を追究する意義が ある もの と

考 えられた，

（目的）近年末梢血幹細胞移植を併用 した大量化

学療法が開発され 、 卵巣癌等の 悪性腫瘍で 有効性

が指摘されて い る。

一方末梢血幹細胞の 至適採取

法 は確立 されて いない 。 今回我 々 は卵巣癌を中心

と した婦人科悪性腫瘍に対 して末梢血幹細胞採取

お よび末梢血幹細胞移植を行い至適採取法 と移植

後の 血液学的回復を検討 した 。　（方法） 1993年 7

月よ り1995年10月まで 15名の 婦人科悪性腫瘍患者

（卵巣癌11名、 子宮体癌 1名、子宮肉腫 1名 、 膣

肉腫 1名）の 化学療法回復時に 40回 の 末梢血幹細

胞採取を行い液体窒素下に凍結保存 し、 そ の
一
部

は CFU−GM，　BFU−E，　CD34cellの 測定に供した 。 その

うち6名の 患者に通常量 の 化学療法の 際 に 末梢血

幹細胞移植（1× 105CFU−GM／kg）を行い そ の 効果を

検討した 。 1名の 卵巣癌患者に 同意の 上末梢血幹

細胞移植（3× 105CFU−GM ／kg）を併用 した大量化学

療法を行 っ た 。　（成績）1。患者の年令は平均46．3

歳で採取前の 最低白血球数、最低血小板数は各々

均1270／m1，4．9× 102／ml で あ っ た。 2，採取された

CFU−GM，　BFV−E，　CD34ce11量の 平均は各々 1．1× IO5／

kg， 16．4× 105／kg，1．74 × 106／kgで あ っ た。3．最低

白血球数およ び最低血小板数 は採取 CFU−GM量と負

の 相関を認めた 。 4．採取 CFU−GM量 とBFU−E，　CD34ce

11量は各々相関を認めた 。 5．末梢血幹細胞移植 を

行 っ た 6名は前回の 化学療法 と比 して 好中球数血

小板数とも高値を示 し、 6例中 5例はG−CSF 製剤

を必要とせず血小板輸血 も必要と しなか っ た 。

　（結語）十分量の末梢血幹細胞採取に は採取前の

最低白血球数を1000／mL 最低血小板数を5，0× 103

加1 以下にするこ とが必要で ある。 また末梢血幹

細胞移植は大量化学療法だけで な く通常量の cyc −

Iic　chemotherapy の 支持療法 として も有用で ある 。
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